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秋
印

464名の新入会員を迎える

平
成
五
年
同
窓
会
入
会
式
は
、
母
校
の
体
育
館
に
お
い
て
、
三
月
七

日
卒
業
式
に
引
き
続
い
て
厳
粛
の
う
ち
に
も
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

塩
田
雄
次
会
長
（
昭
5
乍
一

が
、
四
百
六
「
四
名
の
新
入
会

員
を
前
に
「
秋
田
高
校
創
立
百

一
．
「
周
年
と
い
う
記
念
す
へ
き

節
目
の
年
に
卒
業
す
る
の
は
意

義
深
い
。

三
年
間
こ
の
学
校
で
学
ん
だ

皆
さ
ん
は
、
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の

道
へ
進
む
こ
と
に
な
る
が
、
同

窓
生
と
い
う
も
の
は
こ
れ
か
ら

の
皆
さ
ん
の
人
生
の
中
で
、
大

変
力
強
い
絆
に
な
っ
て
ゆ
く
も

の
で
あ
る
。
皆
さ
ん
は
秋
田
高

校
に
入
学
し
て
同
級
生
と
な
。
、

午
業
し
て
同
窓
生
と
な
っ
て
ゆ

く
わ
け
で
あ
る
が
、
離
れ
離
れ

に
な
っ
て
も
そ
の
絆
は
い
つ
ま

で
も
自
分
を
励
ま
し
て
く
れ
る

力
強
い
も
の
で
あ
る
′

先
程
、
校
長
先
生
か
ら
「
学

ぶ
心
を
忘
れ
る
な
」
　
と
い
う
‥

葉
が
あ
っ
た
が
、
確
か
に
学
ん

だ
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

切
。
拓
い
て
ゆ
く
た
め
の
基
礎

知
識
で
あ
。
、
勉
強
は
こ
れ
か

ら
も
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
勉
強
と
同

時
に
、
同
期
、
同
窓
と
い
っ
た

人
間
関
係
も
皆
さ
ん
の
人
勺
を

左
右
す
る
要
素
で
あ
る
。
本
校

の
同
窓
生
の
中
に
は
各
界
で
活

躍
し
て
い
る
∵
椀
の
人
物
が
た

く
さ
ん
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ

と
が
皆
さ
ん
の
歩
ん
で
ゆ
く
人

生
の
中
で
常
に
何
か
の
支
え
に

な
っ
て
ゆ
く
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。人

間
は
一
人
で
は
生
き
て
ゆ

け
な
い
の
で
あ
。
、
皆
さ
ん
が

秋
田
高
校
の
同
窓
会
の
会
員
に

な
ら
れ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
と
っ
て
大

変
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
と
思
う
‘

そ
の
旨
い
味
で
、
同
窓
会
活
動
は

勺
寄
り
の
仕
事
だ
と
思
わ
ず
、

進
ん
で
そ
の
活
動
に
参
加
し
て

力
を
尺
し
て
い
た
だ
き
た
い
√

今
後
若
い
皆
さ
ん
が
同
窓
会
活

動
を
活
気
づ
け
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
共
に
、
皆
さ
ん

に
は
健
康
で
大
い
に
活
躍
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ん
の
こ

入
会
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
了
と

い
う
入
会
歓
迎
の
言
葉
を
述
へ

ら
れ
た
C

続
い
て
、
卜
一
上
得
太
郎
副
会

′

長
（
昭
1
8
千
一
よ
。
ー
先
輩
激

励
の
＝
葉
1
．
が
あ
。
、
－
私
は
、

戦
前
の
封
建
一
義
、
戦
中
の
甲

国
主
義
、
戦
後
の
尺
－
一
義
と

一
。
つ
の
叫
代
を
パ
」
き
て
き
た
が
、

今
の
民
主
主
義
の
叫
代
が
一
番

′
1
き
る
の
が
難
し
い
時
代
だ
‖

そ
れ
は
、
パ
」
き
力
な
ど
す
へ
て

自
分
自
身
で
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
り
　
白
身
の

選
択
に
際
し
て
は
一
一
分
意
を
払
っ

て
欲
し
い
。

先
程
か
ら
厳
し
く
生
き
よ
、

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
厳

し
く
考
え
る
必
要
は
な
い
。
本

校
は
全
国
で
四
番
目
に
古
い
高

校
だ
と
、
先
程
校
長
先
勺
の
お

話
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
伝

統
の
重
さ
と
い
う
こ
と
が
よ
く

言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
諸
君
は

あ
ま
り
重
圧
と
考
え
ず
、
二
代

ほ
ど
前
の
蓼
沼
同
窓
会
長
が

『
伝
統
と
は
人
間
と
人
間
と
の

接
触
の
歴
史
の
こ
と
で
あ
る
』

と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
人
と
人

と
の
交
流
を
大
事
に
し
て
生
き

て
い
け
ば
い
い
。

ま
た
以
前
、
鈴
木
健
次
郎
と

い
う
名
校
長
の
『
汝
何
の
た
め

に
そ
こ
に
在
。
や
』
と
い
う
名

文
句
が
同
窓
生
た
ち
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
こ
の
言
葉
の

意
味
は
、
今
の
諸
君
に
は
難
し

い
だ
ろ
う
が
、
私
く
ら
い
の
年

齢
に
な
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
諸

君
に
は
、
自
分
は
今
受
験
戦
争
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校
史
資
料
館
（
仮
称
）
尭
成
㍉

百
一
一
「
周
年
記
念
事
業
の
最

大
の
も
の
の
▲
　
つ
で
あ
る
、
校

史
資
料
館
が
ほ
ほ
で
き
一
二
つ
た
。

九
月
一
日
の
創
立
記
念
日
に
向

を
勝
ち
抜
く
た
め
に
こ
こ
に
い

る
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
で
、
胸

を
張
っ
て
生
き
て
欲
し
い
。

先
程
『
羽
城
』
を
見
て
い
て

感
心
し
た
言
葉
が
あ
る
リ
　
そ
れ

は
『
目
を
覚
ま
せ
、
も
う
真
昼

だ
』
　
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
人

生
で
行
き
詰
っ
た
ら
、
こ
の
言

葉
を
思
い
出
し
て
前
向
き
に
生

き
て
欲
し
い
。
」
と
い
う
、
大
変

示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を
し
て
く

け
て
急
い
で
い
た
が
、
内
部
の

調
整
と
種
々
の
検
査
等
を
残
し

て
完
成
を
み
た
。

木
立
に
囲
ま
れ
、
木
の
香
も

す
が
す
が
し
い
、
設
計
者
の
ね

ら
い
適
。
の
建
物
と
な
っ
た
。

竣
工
式八

月
十
一
日
　
（
木
）

午
後
一
時
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だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
先
輩
の
ユ
ー

モ
ア
た
「
ぶ
。
の
巧
み
な
話
術

に
、
会
場
は
し
ば
し
ば
爆
笑
に

包
ま
れ
た
。

［
纏
十
董
）

■
退
職

校
長
　
室
田
　
　
弘
先
生

教
諭
　
大
石
　
　
潔
先
生

同
窓
ム
零
、
学
校
、
P
T
A

A
白
岡
打
ム
ロ
せ
ム
冨

百
二
「
周
年
記
念
事
業
の
二

者
に
よ
る
最
終
打
合
せ
が
、
六

月
二
十
五
日
（
金
一
十
五
時
三

十
分
か
ら
、
母
校
の
会
議
室
で

行
わ
れ
た
。
同
窓
会
側
か
ら
塩

田
会
長
他
「
名
、
P
T
A
か
ら

平
野
井
会
長
他
一
名
、
学
校
側

か
ら
は
椎
名
校
長
以
下
「
二
名

の
出
席
で
あ
っ
た
。
畠
山
仁
教

頭
の
進
行
で
、
最
初
に
実
行
委

員
長
の
塩
田
会
長
が
「
最
終
的

な
打
合
せ
で
あ
る
。
九
月
▲
日

の
式
典
等
が
成
功
裡
に
終
了
で

き
る
よ
う
慎
重
な
審
議
を
お
願

い
し
た
い
L
と
挨
拶
さ
れ
、
椎

名
校
長
は
「
期
日
が
近
つ
い
て

き
た
が
、
間
も
な
く
夏
休
み
に

入
る
の
で
、
力
全
の
詰
め
を
し

て
お
き
た
い
。
学
校
と
し
て
も

全
力
を
あ
げ
て
取
。
机
む
つ
も

。
で
あ
る
′
　
こ
吾
山
兄
を
お
伺
い

し
た
い
（
上
と
述
、
へ
た
‥
平
野
1
1

昌
弘
P
T
A
会
長
が
「
再
．
．

周
勺
を
機
に
し
て
秋
高
の
充
実

に
力
を
尺
く
す
所
存
で
あ
る

と
の
べ
た
（
　
記
念
式
典
、
演
奏

会
、
祝
賀
会
、
招
待
試
合
、
講

演
会
、
国
内
研
修
、
校
史
資
料

館
、
記
念
誌
、
生
徒
会
の
取
り

縮
み
等
の
進
行
状
況
、
問
題
点

が
話
し
合
わ
れ
た
。
柏
に
式
典
、

祝
賀
会
へ
の
生
徒
保
護
者
の
出

席
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た

が
、
役
員
以
上
と
す
る
こ
と
で

落
ち
着
い
た
。
他
に
は
募
金
状

況
の
報
告
が
あ
。
、
よ
。
い
っ

そ
う
の
募
金
努
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
打
合
せ

は
滞
り
な
く
終
′
1
し
た
「
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書
転
出
（
転
出
先
等
一

高
橋
　
克
二
教
頭一

湯
沢
高
校
長
一

亀
井
　
宥
夫
事
務
長

一
教
育
庁
福
利
課
一

高
島
　
清
子
先
生
（
秋
田
東
一

問
杉
喜
栄
治
先
生
（
秋
田
東
）

斎
藤
　
紀
明
先
生
（
秋
田
南
一

樋
〓
　
勝
郎
先
生

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
一

高
橋
　
正
敏
先
生
一
秋
田
南
）

柳
原
　
昌
宏
先
生
一
中
　
央
一

岡
野
　
文
秀
先
生
一
秋
出
北
一

斎
藤
　
常
雄
先
生
一
秋
田
北
一

片
桐
　
章
先
生
一
男
　
鹿
）

石
山
ミ
ノ
子
先
月
一
秋
田
西
一

山
田
　
公
▲
先
生
一
由
利
工
一

嵯
峨
　
克
子
主
任
一
秋
田
南
一

熊
谷
　
禎
子
先
生
一
聖
　
霊
一

川
村
　
　
博
先
生
一
秋
田
南
一

神
馬
　
遅
先
年
二
同
窓
会
一

書
転
入
一
前
作
校
等
一

椎
名
　
光
雄
校
長
へ
能
　
代
一

畠
山
　
　
仁
教
頭
一
本
　
日
射
一

桝
出
　
浩
司
事
務
長

一
教
育
庁
総
務
課
一

斎
藤
　
　
淳
先
生
（
新
　
屋
一

森
　
一
一
樹
先
生
一
新
　
屋
）

仙
波
　
昭
彦
先
生
（
秋
田
北
一

石
黒
み
と
。
先
生
一
中
　
央
）

佐
藤
　
信
英
先
生
（
秋
田
南
）

鈴
木
　
修
一
先
生
（
秋
田
西
）

佐
藤
美
起
雄
先
生
一
横
　
手
一

藤
原
　
栄
▲
先
生
（
鷹
　
巣
一

石
塚
　
雅
人
先
′
生
一
秋
出
西
一

竹
村
　
竜
祥
先
パ
」
（
新
採
用
一

菊
地
　
郁
子
先
生
（
金
足
農
〕

笹
渕
カ
ネ
エ
主
査
一
秋
出
北
一

成
出
　
康
浩
先
生
（
講
　
師
一

青
山
　
輝
彦
先
生
（
講
　
師
一

天
　
上
　
天
　
下

▼
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
が

平
成
四
年
か
ら
発
表
し
て
い
る

「
新
国
民
生
活
指
標
」
は
「
豊

か
さ
指
標
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。
都
道
府
県
別
の
豊
か
さ
指

標
が
つ
い
て
い
る
た
め
だ
が
、

今
年
は
総
合
順
位
の
発
表
は
な

く
八
つ
の
活
動
領
域
と
四
つ
の

評
価
軸
、
こ
と
に
ベ
ス
ト
5
の
都

道
府
県
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

▼
活
動
領
域
は
、
生
活
を
「
住

む
」
「
費
や
す
」
「
働
く
」
「
育
て
る
」

「
癒
す
」
「
遊
ぶ
」
「
学
ぶ
」
「
交
わ

る
」
　
八
つ
に
分
類
評
価
軸
は
、

「
安
全
・
安
心
」
「
公
正
」
「
自
由
」

「
快
適
」
　
の
四
つ
で
、
住
み
や

す
さ
や
豊
か
さ
が
目
安
だ
が
判

断
で
き
る
。

▼
秋
田
県
は
、
「
住
む
」
　
の
指

標
が
思
．
U
の
で
四
位
に
入
っ
て

い
る
。
ト
ノ
ブ
は
、
富
山
県
の

一
〇
〇
．
〕
○
。
大
都
会
に
比
較
し
て
地

価
が
安
く
、
犯
罪
や
交
通
事
故

も
少
な
い
、
自
然
が
豊
か
な
ど

が
そ
の
理
由
で
、
北
海
道
・
東

北
・
北
陸
・
山
陰
の
指
標
が
、

今
後
も
高
く
な
る
も
の
と
見
ら

れ
る
。

▼
も
う
一
つ
、
子
供
の
た
め
の

教
育
施
設
、
教
育
環
境
な
ど
を

表
わ
す
「
育
て
る
」
　
が
北
海
道

の
∽
∞
．
〕
〇
、
岩
手
県
の
謡
．
H
に

次
い
で
∽
の
．
い
○
で
三
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
大

学
、
生
涯
学
習
施
設
、
文
化
的

施
設
、
学
習
時
間
な
ど
の
状
況

を
表
わ
す
「
学
ぶ
」
　
に
は
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
な
い
、
「
学
ぶ
」
　
で

は
生
徒
数
の
多
さ
、
大
学
へ
の

進
学
率
の
高
さ
、
人
日
当
た
り

の
博
物
館
や
図
書
館
の
数
の
多

い
県
の
評
価
が
高
く
な
っ
て
い

る
。

▼
秋
高
の
進
学
率
は
高
い
も
の

の
秋
川
県
全
体
で
は
他
県
に
比

へ
て
低
い
。
全
国
に
先
か
け
て

生
渥
学
習
を
取
り
上
げ
る
な
ど

進
ん
だ
」
面
も
あ
る
の
だ
か
ら
、

指
標
を
総
合
的
に
検
討
し
、
そ
ー

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
良
い
点
を
伸

ば
す
な
と
真
の
豊
か
さ
と
は
な

に
か
を
含
め
て
一
人
一
人
が
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
行
く
か
が

課
題
と
言
え
る
。
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高唇へ理想をヰ求めよ
椎名新校長に聞く

勇
退
し
た
室
田
弘
校
長
に
代
わ
り
、
椎
名
光
雄
氏
が
こ
の
四
月
か
ら
母
校
の
校
長
に
就
任
し
た
。

今
年
、
秋
高
は
百
二
十
年
の
歴
史
を
刻
む
。
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
中
、
校
長

と
し
て
、
こ
の
節
目
の
年
を
ど
う
迎
え
る
の
か
。
新
緑
に
包
ま
れ
た
校
長
室
で
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、

率
直
に
そ
し
て
時
に
は
大
胆
に
、
新
し
い
伝
統
を
築
こ
う
と
い
う
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

昭
和
二
十
八
年
の
卒
業
以
来

母
校
に
は
初
め
て
の
赴
任
。
そ

の
第
一
印
象
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
語
る
。
「
教
員
の
皆
さ
ん

は
ト
ノ
ブ
ク
ラ
ス
の
え
り
ぬ
き
。

そ
し
て
生
徒
も
誇
り
と
自
信
に

満
ち
て
い
る
。
さ
す
が
全
県
一

の
高
校
と
感
じ
た
」
。
し
か
し

生
徒
に
対
し
て
は
「
一
回
り
小

さ
く
な
っ
た
と
い
う
か
、
も
っ

と
理
想
に
燃
え
る
気
概
が
ほ
し

い
」
　
と
注
文
も
忘
れ
な
い
。

県
教
委
の
指
導
主
事
、
管
理

主
事
、
湯
沢
商
工
、
能
代
の
各

校
長
を
経
て
の
就
任
。
「
秋
高

は
県
内
高
校
を
引
っ
張
る
先
達

の
役
目
を
担
う
べ
き
だ
」
と
言

う
。
そ
の
「
先
達
」
と
は
、
時

代
の
変
化
を
読
み
、
先
取
り
し

て
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
意
味

す
る
。学

校
創
立
百
二
十
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
を
、
母
校
の

校
長
と
し
て
迎
え
る
感
慨
と
と

も
に
、
こ
の
意
義
を
在
校
生
に

伝
え
る
務
め
の
重
さ
に
も
ま
た

思
い
や
る
。
「
二
万
人
余
の
同

窓
生
が
築
い
て
き
た
歴
史
と
伝

統
と
は
な
に
か
を
考
え
、
感
じ

取
っ
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
。

生
徒
達
が
こ
の
節
目
の
年
に
在

学
し
た
こ
と
を
生
涯
の
宝
と
思
っ

て
く
れ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
」
と
語
り
、
校
歌
の
歌
詞

の
意
味
を
よ
く
噛
み
し
め
て
ほ

し
い
と
も
言
う
。

「
視
察
研
修
」
を
計
画

学
校
の
百
二
十
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
九
月
末
か

ら
三
泊
四
日
の
日
程
で
二
　
二

年
生
四
十
人
を
視
察
研
修
に
出

す
準
備
を
進
め
て
い
る
。
研
修

先
は
大
蔵
省
、
最
高
裁
判
所
、

東
京
証
券
取
引
所
な
ど
な
ど
。

「
敬
天
愛
人
理
想
を
高
く
」
の

歌
詞
ど
お
り
、
わ
が
国
の
中
枢

部
に
直
接
接
す
る
こ
と
で
、
生

徒
の
精
神
力
を
高
揚
さ
せ
、
向

上
心
を
刺
激
し
よ
う
と
狙
う
。

年
々
厳
し
さ
を
増
す
大
学
入

試
。
セ
ソ
タ
ー
試
験
二
年
目
の

今
年
を
「
合
格
率
七
五
％
、
進

学
率
六
七
％
と
い
う
成
績
は
上

出
来
だ
ろ
う
」
と
総
括
し
な
が

ら
も
、
ま
だ
ま
だ
上
を
狙
え
る

と
叱
咤
激
励
す
る
。
「
合
格
率

八
五
％
、
進
学
率
ヒ
五
％
。
現

役
で
東
大
十
人
、
東
北
大
五
十

人
が
目
標
。
同
時
に
生
徒
個
々

の
将
来
の
志
望
に
合
わ
せ
た
き

め
細
か
な
進
路
指
導
も
必
要
。

『
数
字
』
と
い
う
実
績
も
大
事

だ
が
、
本
人
が
納
得
す
る
大
学

選
択
の
指
導
に
も
力
を
注
ぐ
」

と
も
。
ま
た
、
高
校
時
代
の
全

人
格
教
育
、
人
間
教
育
の
大
切

さ
も
力
説
す
る
。

短
時
間
に
集
中
し
て

こ
う
し
た
進
路
指
導
と
人
間

教
育
を
支
え
る
の
が
、
日
常
の

授
業
と
部
活
動
、
そ
し
て
学
校

行
事
。
「
六
十
五
分
授
業
は
集

中
力
の
醸
成
、
時
数
確
保
な
ど

の
点
か
ら
見
て
も
定
着
し
た
と

思
う
。
同
じ
よ
う
に
部
活
動
や

学
校
行
事
も
短
時
間
で
仕
上
げ

る
『
訓
練
』
に
十
分
役
立
っ
て

い
る
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

日
々
の
学
校
生
活
が
す
べ
て
の

基
本
と
い
う
わ
け
だ
。

生
徒
達
に
は
日
頃
か
ら
「
浩

然
（
こ
う
ぜ
ん
）
」
　
の
気
を
養

え
」
　
「
啄
成
（
た
く
せ
い
一
に

務
め
よ
」
と
言
い
続
け
て
い
る
。

数
学
者
ら
し
い
理
路
整
然
と
し

た
話
し
ぶ
り
の
中
か
ら
、
秋
高

の
理
想
を
追
い
求
め
る
情
熱
が

に
じ
み
出
て
い
る
。
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秋
高
へ
再
び
畠
山
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頭

桝
田
事
務
長
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教
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教
員
生
活
の
最
後
の
五
年
間

母
校
で
充
実
し
た
勤
務
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

教
職
員
の
真
撃
な
取
り
組
み
と

同
窓
会
、
P
T
A
な
と
多
く
の

皆
様
の
学
校
に
対
す
る
こ
理
解

と
こ
支
援
に
よ
る
も
の
で
あ
り

誠
に
あ
。
が
た
く
、
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

在
任
中
特
に
念
頭
に
お
い
た

こ
と
は
、
連
綿
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
き
た
一
一
本
の
柱
「
文
武

両
道
」
　
「
自
主
自
律
」
　
の
校
風

を
不
易
の
伝
統
精
神
と
し
て
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
と
同
時
に
、
単
に
歴
史
が

古
い
と
い
う
過
去
の
栄
光
へ
の

徒
な
賛
美
で
は
な
く
、
先
輩
諸

氏
が
築
き
上
げ
た
よ
き
伝
統
に

学
び
な
が
ら
、
今
日
お
よ
び
明

日
の
流
動
し
模
索
す
る
時
代
の

要
請
に
秋
田
高
校
が
ど
の
よ
う

に
応
え
て
い
く
か
と
い
う
、
不

易
と
変
化
の
二
面
の
調
和
の
在

。
方
で
あ
り
ま
し
た
。

文
武
両
道
に
つ
い
て
言
え
ば

本
校
の
よ
う
な
両
立
を
校
是
と

し
て
精
進
し
て
い
る
進
学
校
は

全
国
的
に
み
て
も
希
有
に
な
。

つ
つ
あ
。
、
殆
ん
と
が
文
と
武

の
二
者
択
▲
の
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら
か
に
比
重
を
大
き

く
か
け
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る

と
し
て
も
、
そ
れ
は
秋
田
高
校

の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
く
、
ま

た
広
く
世
間
の
本
校
へ
寄
せ
る

期
待
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
学
習

の
面
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
三

年
度
か
ら
二
期
制
六
十
五
分
の

授
業
体
制
に
移
行
し
、
幸
い
教

職
員
の
熱
意
と
、
優
れ
た
生
徒

諸
君
の
努
力
に
よ
っ
て
、
実
施

か
ら
五
年
を
経
過
し
た
現
在
、

次
第
に
そ
の
成
果
が
表
れ
て
き

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

▲
方
、
部
活
動
に
つ
い
て
は

在
任
中
幸
い
に
も
春
、
夏
の
一
一

回
、
甲
子
園
で
応
援
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
夏
の
対

大
阪
桐
蔭
戦
は
、
末
長
く
記
憶

に
残
る
善
戦
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
伝
統
的
な
柔
道
、

剣
道
を
は
じ
め
、
軟
式
野
球
、

卓
球
、
サ
ノ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
な

ど
の
全
国
大
会
で
の
活
躍
の
数
々

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

同
窓
会
に
つ
い
て
は
、
総
会

を
は
じ
め
と
し
て
、
県
内
外
の

各
支
部
や
同
期
会
に
数
多
く
出

席
し
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
席
上
、
先
輩
諸
氏
が
国
内

外
で
広
く
活
躍
し
て
い
る
こ
と

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
秋
田

高
校
に
身
を
置
く
者
の
最
大
の

幸
せ
は
、
こ
う
し
た
先
人
た
ち

の
築
き
上
げ
た
軌
跡
、
即
ち
伝

統
に
支
え
ら
れ
現
在
を
生
き
ぬ

く
確
か
な
指
針
を
先
人
た
ち
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
感

を
一
層
強
く
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
秋
高
の
現
状
と

展
望
に
つ
い
て
報
告
し
、
多
く

の
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
心

強
い
限
り
で
あ
り
ま
し
た
。

学
校
は
創
立
百
一
一
十
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

契
機
に
同
窓
会
と
も
ど
も
一
層

充
実
発
展
す
る
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
す
。

十
一
年
ぶ
り
に
秋
田
高
校
へ

戻
っ
て
来
ま
し
た
。

あ
の
頃
か
ら
す
で
に
校
舎
改

築
が
始
ま
っ
て
お
り
、
わ
れ
わ

れ
が
他
校
へ
転
勤
し
て
い
る
う

ち
に
、
全
面
改
築
も
完
了
し
て

す
ば
ら
し
い
校
舎
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。

た
だ
し
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
相

変
ら
ず
二
面
だ
け
で
、
そ
こ
に

硬
式
テ
ニ
ス
部
男
女
、
軟
式
テ

ニ
ス
部
男
女
の
四
つ
の
ク
ル
ー

プ
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
一
回
だ
け
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
へ
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
昔

の
軟
式
テ
ニ
ス
部
顧
問
と
し
て

は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

生
徒
た
ち
は
、
新
任
式
で
あ

れ
、
生
徒
総
会
の
時
で
あ
れ
、

極
め
て
整
然
と
大
体
育
館
に
整

列
し
て
い
る
し
、
進
学
の
面
で

も
現
役
の
進
学
率
が
ほ
ぼ
7
0
％

と
高
率
で
あ
る
。

今
年
は
創
立
百
一
一
十
周
年
と

い
う
こ
と
で
、
生
徒
た
ち
は
浩

然
の
気
を
養
い
な
が
ら
、
何
か

「
華
を
添
え
る
」
　
こ
と
を
な
し

遂
げ
て
く
れ
そ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
。
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畠
山
仁
教
頭
略
歴

本
荘
高
、
北
海
道
大
学
大
学

院
卒
、
秋
田
北
、
秋
田
、
中
央

高
、
教
育
セ
ソ
タ
ー
主
任
指
導

主
事
、
秋
田
西
教
頭
、
本
荘
高

教
頭
を
経
て
本
校
二
度
目
の
勤

務
。

ー

…
本
校
に
着
任
（
協
和
町
出
身
）
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桝
田
事
務
長
の
略
歴

秋
田
高
三
十
年
卒
、
県
職

沼
舘
、
秋
田
高
事
務
職
員
、

校
教
育
課
主
査
、
新
屋
高
、

川
水
産
高
事
務
長
、
県
教
育

総
務
課
主
席
課
長
補
佐
を
経
て庁船高員■

一

五
十
年
四
月
か
ら
本
校
事
務

職
員
と
し
て
勤
務
、
創
立
百
十

周
年
の
記
念
行
事
が
終
了
し
た

五
十
八
年
十
月
に
転
勤
、
二
つ

の
高
校
、
教
育
庁
勤
務
を
経
て

再
び
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

十
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
参
り
ま

し
た
が
校
舎
、
環
境
と
も
大
き

く
変
わ
り
隔
世
の
感
が
あ
り
ま

す
。
百
二
十
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
に
事
務
長
と
し
て
母
校
に

奉
職
で
き
る
喜
び
を
か
み
し
め

る
と
と
も
に
責
任
の
重
さ
を
痛

感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
で
は
、
九
月
▲
口
の
記

念
式
典
、
諸
行
事
に
向
け
て
の

準
備
と
併
せ
第
二
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
の
建
設
を
は
じ
め
教
育
環

境
の
整
備
を
中
心
に
動
い
て
お

り
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
、
永
い
伝
統
に
培
わ
れ
た
、

す
ぐ
れ
た
校
風
を
継
承
し
な
が

ら
、
本
校
の
教
育
目
標
実
規
の

た
め
努
力
を
傾
け
て
ま
い
。
た

い
と
存
じ
ま
す
。

母
校
の
▲
層
の
発
展
、
充
実

の
た
め
微
力
を
尺
し
て
ま
い
。

ま
す
の
で
、
同
窓
各
位
の
こ
指

導
、
こ
鞭
蛙
を
お
願
い
申
し
一
二

げ
ま
す
。

1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ト
J
ン
l
L
－

1
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
一

石田内科医院

石田　秀一（S13卒）
石田　秀明（S41卒）
中谷多佳子（S47卒）
石田　二郎（S49卒）

秋田南保戸野中町6－48

TE L O188（62）6210

岩当ヨヨ　宮崎印刷株式会社
代表取締役　　　　　　　　代表取締役社長

村越　貞夫　宮崎　金一
（S13卒）

秋田市土崎港西三rH8－23
TE L O188（45）2255㈹
FAX O188（46）8933

（S30卒）

〒010

秋田市千秋久保田町3－23

TE L O188（32）2258

就
◎
坤
上
霊

美
埼
乞
T

㊨
考

宮
崎
林
次
郎

（
S
3
3
卒
）

〒
0
1
0
秋
田
市
中
通
四
一
一
四
一
三
四

T
E
L
〇
一
八
八
（
二
三
）
〇
四
四
五

有料田聯七浄
代表取締役

清瀧　和敏
（S33卒）

（〒010）

本店　秋田市寺内高野の坂登り口

℡0188（45）4898FAX O188（45）8818

豊口法律事務所

弁護士

豊口　祐一
（S34卒）

秋田耐目尻御休町1－17

TE L O188（64）6228

FAX O188（23）2576
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変
革
期
に
あ
る
大
学
入
試

△

崩臥
つとLl

東
京
紫
紺
会

今
年
二
十
三
回
目
を
迎
え
た

秋
中
昭
和
十
三
年
卒
在
京
同
期

会
は
、
弁
慶
橋
の
桜
も
終
り
の

晩
春
、
四
月
二
十
八
日
（
士
一

午
後
一
時
か
ら
、
千
代
田
区
紀

尾
井
町
の
〝
み
つ
こ
し
〟
で
開
か

れ
た
。
出
席
者
は
十
一
名
、
一

年
振
り
の
再
会
は
、
恒
例
に
よ

り
同
期
物
故
者
の
追
悼
の
黙
両

に
始
ま
り
、
佐
藤
（
金
）
君
の

挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
に
つ
づ
い

て
、
各
自
の
近
況
報
告
が
行
わ

れ
た
。さ

す
が
に
よ
る
年
波
、
体
の

ど
こ
か
に
痛
み
を
か
か
え
な
が

ら
も
、
再
会
の
喜
び
を
語
。
合
っ

た
。宴

鮒
の
頃
、
在
秋
の
同
期
会

か
ら
お
祝
い
の
フ
ァ
ノ
ク
ス
が

届
け
ら
れ
て
、
一
同
に
披
露
さ

れ
た
。
ふ
る
さ
と
の
話
題
に
花

が
咲
き
、
来
る
九
月
一
目
の
母

校
百
二
十
周
年
記
念
祭
と
同
日

行
わ
れ
る
同
期
会
に
は
、
で
き

る
だ
け
多
数
参
加
す
る
よ
う
申

し
合
わ
せ
た
。

つ
い
で
、
一
同
記
念
撮
影
の

確
　
　
　
撃
抱
揮
酢

．

∵

．

．

．

．

．

．

あ
と
、
校
歌
を
斉
唱
し
、
来
勺

の
再
会
を
誓
い
あ
っ
て
散
会
し

た
。出

席
者
は
次
の
通
。
、

栗
原
▲
郎
、
佐
藤
吉
治
、
仏
藤

全
男
、
坂
本
光
彦
、
進
藤
忠
男
、

菅
原
菊
男
、
中
山
茂
、
長
嶺
∵
一

雄
、
西
田
射
吉
、
早
川
太
郎
、

宮
田
光
夫
一
西
田
　
記
一

．

・

ト

継

親

■
■

鮮

ナ
十
十
雑
キ

田

葛
逓
題
畷
㌘

も

配
田

l
コ

＿

°

■
■

l

・‘ノ　　▲、．＿

諷泌諒ル　浄⊥豊

∴
㍉
苓

田

㍗

　

少

　

を

　

菅

．
－
車

日

　

田

。

闘

娼

国

　

田

岡
田
口
国■

■
■
■
閉卿

は

十
斗
†
キ

8
■
■
円

喜
田田

鰐口
常田

u

円
】

㌔

・

一

．
ト
・

問
…
闘
田
顎
囚

【
日
日
u
u

▼

　

．

i

題
潤
★
隅
諦
瑠

■

ヽ
l

膿
〆

ず
牽
ナ

■

l

魂
品
“照。四

ヨ声岬㌢豊野㌔ヱ▲

阿
部
新
、
桜
谷
吾
朗
両
氏
の
叙
勲
祝
賀

最
近
の
大
学
入
試
を
取
り
ま

く
状
況
は
、
社
会
情
勢
の
変
化

も
あ
っ
て
変
革
期
に
あ
る
と
言

え
る
。こ

れ
ま
で
十
八
才
人
口
が
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
そ
れ
に

伴
な
っ
て
受
験
人
口
が
膨
れ
あ

が
。
受
験
競
争
を
激
化
さ
せ
て

毎
年
多
く
の
浪
人
が
生
ま
れ
て

社
会
問
題
化
し
て
き
た
が
、
平

成
五
年
度
入
試
よ
り
一
転
し
て

受
験
人
口
減
少
期
の
入
試
と
な
っ

た
。一

方
、
大
学
志
望
率
は
年
々

上
昇
し
て
き
て
お
り
、
大
都
市

圏
で
は
あ
る
段
階
ま
で
き
て
い

る
の
で
伸
び
率
は
鈍
い
が
、
こ

れ
ま
で
進
学
率
が
低
か
っ
た
地

域
で
は
そ
の
上
昇
が
著
し
い
。

特
に
女
子
の
進
学
率
は
、
そ
の

社
会
進
出
と
比
例
し
て
増
加
し

秋
中
五
十
期
一
昭
1
2
卒
一
で

は
、
昨
四
年
十
▲
月
、
阿
部

新
・
勲
三
等
瑞
宝
章
（
自
治
功

労
一
、
桜
谷
吾
朗
・
勲
四
等
瑞

宝
章
（
教
育
功
労
一
の
叙
勲
祝

賀
を
兼
ね
た
平
成
五
年
度
新
年

会
を
、
二
月
十
九
日
午
後
五
時

半
か
ら
、
秋
田
市
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
、
両
氏
を

囲
ん
で
会
員
二
十
五
名
が
集
っ

て
開
催
し
た
。

伊
藤
博
次
常
任
理
事
か
ら
会

務
報
告
と
、
昨
年
末
死
去
し
た

山
崎
ヒ
郎
、
和
賀
芳
男
両
氏
に

対
し
て
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
の

ち
、
沢
石
理
事
か
ら
お
祝
い
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
て
、
両
氏

に
対
し
て
祝
賀
記
念
品
を
贈
皇
。

こ
れ
に
対
し
て
、

阿
部
氏
「
池
田
知
事
時
代
、

県
庁
に
奉
職
し
た
が
数
年
で
退

職
し
て
郷
里
の
花
輪
町
に
帰
郷
。

町
議
を
皮
切
。
に
町
長
、
初
代

鹿
角
市
長
な
ど
を
歴
任
し
て
人

生
の
大
半
を
地
方
自
治
に
捧
げ

た
。
選
挙
は
十
二
回
や
っ
て
落

選
四
回
、
当
選
八
回
。
省
り
み

て
何
の
功
績
も
な
か
っ
た
の
に
、

t

て
お
。
、
志
望
学
部
も
広
範
囲

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

受
験
生
急
増
期
に
あ
っ
て
は

そ
の
多
く
が
大
都
市
圏
の
私
立

大
へ
向
か
っ
た
結
果
、
私
立
大

が
難
化
し
そ
れ
が
地
方
ま
で
波

及
し
て
、
受
験
生
は
安
全
を
図

る
た
め
出
願
数
を
増
や
す
と
、

さ
ら
に
倍
率
が
上
が
る
と
い
う

状
況
を
繰
。
返
し
て
き
た
。

し
か
し
、
私
立
大
の
難
化
が

今
回
の
受
賞
は
地
域
住
民
と
同

期
生
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
こ
支

援
の
賜
で
あ
り
、
健
康
の
許
す

限
り
今
後
も
地
域
奉
仕
に
余
生

を
捧
げ
た
い
」
。

桜
谷
氏
「
四
十
年
近
い
人
生

を
教
職
に
奉
じ
た
が
、
私
自
身

何
の
功
績
が
あ
っ
た
と
も
思
わ

な
い
。
男
女
共
学
が
始
ま
っ
た

こ
ろ
の
秋
高
時
代
が
い
ち
ば
ん

長
く
、
教
え
子
達
が
社
会
人
と

し
て
立
派
に
成
長
し
て
ゆ
く
姿

を
見
る
こ
と
と
、
教
え
子
達
が

会
の
つ
ど
招
待
し
て
く
れ
る
こ

と
が
、
私
の
人
生
に
と
っ
て
最

大
の
楽
し
み
で
あ
る
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
お
礼
の
こ
と
ば
が
述
べ

ら
れ
、
小
西
氏
一
六
郷
町
一
の

乾
杯
で
開
宴
。

恒
例
の
郡
波
三
郎
右
之
門

一
銀
鱗
一
、
小
玉
健
吉
（
太
平

山
）
両
氏
か
ら
多
量
の
新
酒
と
、

叙
勲
の
二
氏
か
ら
の
祝
い
酒
、

幸
野
敏
夫
氏
金
一
封
の
寄
贈
が

あ
っ
て
、
会
は
い
や
が
う
え
に

も
盛
り
あ
が
っ
て
痛
飲
す
る
こ

と
二
時
間
半
。
肩
を
組
み
あ
っ

て
校
歌
・
校
友
会
歌
を
絶
唱
、

ヽ

　

　

　

　

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

’

定
着
し
て
き
た
結
果
、
受
験
生

が
実
力
相
応
の
出
願
を
す
る
様

に
な
り
、
難
関
大
で
は
志
望
者

が
減
少
し
た
が
、
む
し
ろ
質
の

高
い
入
試
と
な
っ
た
。

私
立
大
の
難
化
が
相
対
的
に

国
公
立
大
の
易
化
感
を
生
み
出

す
と
同
時
に
、
国
公
立
大
へ
の

見
直
し
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、

大
学
側
が
入
試
科
目
を
減
ら
し

て
国
私
併
願
が
出
来
や
す
く
し

牽き≡≡胃
‥
‥
い
ト
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賢
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関

日
　
酢
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（写真は両氏＝中央＝を囲んでの記念棟影）

万
歳
三
唱
で
閉
会
し
た
。

な
お
会
員
の
渡
辺
喜
一
氏
（
県

立
図
書
館
嘱
託
一
が
、
「
二
一
年

の
歳
月
を
か
け
て
編
集
刊
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
新
編
・

佐
竹
ヒ
家
系
図
」
　
（
加
賀
谷
書

店
記
念
出
版
一
の
紹
介
が
あ
っ

て
、
同
氏
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

（
出
席
者
）
　
阿
部
新
、
桜
谷

吾
朗
、
相
沢
弘
、
荒
川
秀
暗
、

伊
藤
繁
雄
、
伊
藤
博
次
、
小
槌

太
郎
、
加
賀
谷
文
明
、
菊
地
五

男
、
草
薙
義
照
、
小
玉
健
吾
、

小
西
理
兵
衛
、
小
西
庄
一
郎
、

坂
本
元
、
佐
々
木
茂
雄
、
佐
藤

忠
、
沢
石
謙
、
田
中
義
郎
、
鳴

海
健
治
、
畠
山
為
敏
、
福
田
兼

一
郎
、
藤
崎
吉
次
、
三
浦
善
一

郎
、
山
崎
忠
秀
、
渡
辺
喜
一
、

五
十
期
会
東
京
支
部
（
祝
電
一
。

一
沢
石
記
一

大学合格者一覧表

度

計

7

1

3

9

4

2

7

年5

　

浪

　

　

3

　

4

　

8

成平

現

7

1

0

5

3

4

7

日
　
　
道
前
手
北
形

項

名
海

学大

北

弘

岩

東

山
＼

－

ノ

ー

＼

－

ノ

　

ー

＼

）

教
医
鉱

／

■

l

＼

一

（

一

′

r

l

＼

秋
　
田
　
福

64　13　29　711　7　4　253　6　25　5

島

京

茨

筑

千

束

城
1　9　4　2 1　9　4　2

波

菓

語外

京
6　12　4 1　2　1　1 7　14　5　1

東

東　京　学　芸

電　気　通　信

東京医科歯科

橋

お茶の水女子

1　2　4　24　3 1　2　7　29

立国横　浜

新

金

潟
沢 3

11

屋古名

京

東

青

学

慶

上

中

津

東

明

立

早

立

1　1　4　6　9

都

立

院

院

塾

都
学
　
　
義

習

京
山
　
　
応

1　1　10　9　11

6　3　2　5　6　　7　5　1　11　7

9　2　6　12　3　19　8

智
央
塾
科
治
教
　
田
館

5

15　2　13　17　4　30　15

田

理京

稲
命

大
曲
支
部
総
会

○
平
成
五
年
度
の
大
曲
支
部
総

会
は
、
六
月
二
十
三
日
（
水
）
大

曲
く
ら
ぶ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〇
三
十
名
の
参
加
者
が
あ
り
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
と
ど
こ

°

た
事
な
ど
も
あ
っ
て
、
志
願
者

が
大
巾
に
増
え
、
志
願
倍
率
の

上
が
っ
た
大
学
が
多
か
っ
た
。

国
公
立
大
で
の
入
試
日
程
別

で
は
、
B
日
程
大
学
が
一
層
減

少
し
て
前
期
・
A
日
程
と
後
期

と
い
う
受
験
型
と
な
り
、
「
国

公
立
大
の
複
数
受
験
」
は
さ
ら

に
名
目
化
し
て
「
一
校
受
験
化
」

が
定
着
し
た
。

受
験
生
を
受
け
入
れ
る
側
の

大
学
で
も
社
会
の
ニ
ー
ス
に
対

応
し
て
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き

て
お
り
、
例
え
ば
教
養
部
の
改

革
、
低
学
年
次
か
ら
の
専
門
科

目
の
履
習
、
学
部
学
科
の
改
組

新
設
、
大
学
案
内
の
ビ
デ
オ
、

パ
ソ
フ
レ
ソ
ト
の
作
成
な
ど
積

極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
様
に

な
っ
て
き
た
。

平
成
五
年
度
入
試
は
、
こ
の

様
な
変
化
が
顕
著
に
見
受
け
ら

れ
る
入
試
と
な
っ
た
が
、
本
校

の
入
試
結
果
は
、
こ
こ
二
十
数

お
。
な
く
会
議
を
終
了
し
、
薫

風
さ
わ
や
か
な
大
広
間
を
会
場

に
し
て
、
懇
親
会
に
移
り
ま
し

た
。

○
母
校
か
ら
、
椎
名
校
長
、
本

部
事
務
局
か
ら
、
神
馬
氏
を
迎

え
、
さ
ら
に
慣
例
に
な
っ
て
い

る
西
仙
北
支
部
の
森
副
会
長
を

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

　

　

　

　

’

年
で
最
高
と
な
っ
た
一
昨
年
に

は
や
や
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

国
公
立
・
私
大
共
に
難
関
大
で

善
戦
し
、
合
格
率
で
ヒ
一
、
九

％
、
進
学
率
で
六
八
、
二
％
と

な
り
、
三
年
連
続
合
格
率
で
L

〇
％
を
越
え
る
結
果
と
な
っ
て

い
る
。最

近
で
は
、
難
関
大
で
の
合

格
者
が
▲
部
の
進
学
校
に
占
め

ら
れ
る
様
に
な
っ
て
き
て
お
。
、

受
験
生
減
少
期
に
入
る
と
い
い

な
が
ら
受
験
は
む
し
ろ
激
化
し

て
い
る
と
言
え
る
。

進
路
指
導
の
最
終
目
標
は
、

「
生
徒
一
人
一
人
の
進
路
目
標

の
達
成
」
　
に
あ
。
、
そ
の
た
め

は
、
保
護
者
な
ら
び
に
同
窓
の

皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
協
力

と
ご
支
援
を
、
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。（

進
路
指
導
主
事

伊
藤
日
出
男
一

来
賓
と
し
て
ご
参
加
を
戴
き
ま

し
た
。

○
加
藤
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

校
長
、
事
務
局
の
方
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
学
校
の
現
状
に
つ
い
て

（
特
に
進
学
）
と
同
窓
会
の
現

状
（
特
に
百
二
十
周
年
の
行
事

の
進
捗
の
状
況
に
つ
い
て
一
に

つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
西
仙
北
支
部
の
森
さ
ん
か

ら
も
丁
重
な
こ
挨
拶
が
あ
り
、

若
干
の
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。

○
終
っ
て
、
本
日
参
会
の
皆
様

の
中
で
最
長
老
の
伊
藤
四
郎

（
S
7
一
の
発
声
で
乾
杯
を
し
宴

会
に
入
。
ま
し
た
。

○
杯
を
重
ね
て
か
ら
、
自
己
紹

介
を
す
る
う
ち
に
座
は
、
す
っ

か
り
う
ち
と
け
て
、
い
た
る
と

こ
ろ
に
車
座
が
で
き
、
話
が
次

か
ら
次
へ
と
発
展
し
、
あ
っ
と

云
う
問
に
時
は
す
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

○
特
に
三
十
年
代
卒
の
参
加
者

が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で

中
堅
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
、
た
の
し
い
限

り
で
し
た
。

○
ほ
ん
と
う
に
盛
会
稗
に
終
始

し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
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百
二
十
周
年
生
徒
会
テ
ー
マ
決
ま
る

生
徒
会
に
よ
る
秋
高
石
．
．
「

周
年
の
テ
ー
マ
は
『
▲
▲
．
〇
光

年
の
光
源
に
立
っ
て
～
今
未
知

な
る
道
へ
～
』
と
決
定
し
た
。

生
徒
の
ね
ら
い
は
、

秋
間
高
校
が
創
立
さ
れ
て
百

一
▲
「
勺
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ

れ
は
た
だ
い
た
ず
ら
に
叫
を
市

ね
て
き
た
の
で
は
な
い
。
そ
こ

に
は
様
々
な
ト
ラ
マ
が
あ
っ
た
。

年の推源にたづて
今、大畑なる道へ

軟高生徒含

光
1

　

・

・

H

．

1

′

′

′

　

・

瑠
壷
凰

玄関に掲げられた120周年テーマ

校
章
の
二
剣
に
示
さ
れ
る

「
智
・
徳
・
勇
」
　
や
自
主
自
律

の
精
神
は
そ
の
歴
史
の
中
で
秋

高
生
に
よ
っ
て
築
き
あ
げ
ら
れ
、

着
装
自
由
化
も
こ
の
歴
史
の
中

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
、
我
々
は
何
か
忘
れ
か
け

て
い
る
も
の
、
失
い
か
け
て
い

る
も
の
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
原
点
に
」
止
っ
て
こ
れ
ま
で

の
道
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
の
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
「
温
故

知
新
」
と
も
い
う
が
、
そ
れ
は

き
っ
と
こ
れ
ま
で
の
百
二
十
年

の
歴
史
の
中
に
あ
る
は
ず
だ
。

そ
れ
か
ら
我
々
の
新
し
い
歩

み
を
始
め
よ
う
。
未
知
な
る
道

へ
向
か
っ
て
。
我
々
が
希
望
と

目
標
を
持
っ
て
い
る
限
。
、
そ

の
道
は
自
然
に
姿
を
現
す
で
あ

ろ
う
。
「
少
年
老
い
易
く
学
成

り
難
し
。
一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず

べ
か
ら
ず
。
」
一
歩
一
歩
新
し

い
歩
み
を
始
め
よ
う
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る

伝
統
の
発
展
と
継
承
の
熱
意

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

許
告
種
目
善
戦
健
闘

今
年
度
の
秋
田
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
、
六
月
四
日
か
ら
県
北
地
区
を
中
心
に
各
種
目
で

熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

母
校
は
、
陸
上
の
リ
レ
ー
の
優
勝
を
筆
頭
に
、
団
体
で
は
、
柔
道
が
準
優
勝
、
三
位
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
・
卓
球
・
サ
ッ
カ
ー
・
テ
ニ
ス
　
（
女
子
）
・
剣
道
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
女
子
）
・
ボ
ー
ト
の
七
種

目
が
入
っ
た
。
個
人
戦
で
は
、
三
位
以
内
に
十
五
名
が
入
る
な
ど
善
戦
し
た
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
は
柔
道

の
出
場
と
な
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
陸
上
・
卓
球
の
四
部
で
、
い
ず
れ
も
個
人

陸

　

　

上

　

部

初
日
の
四
百
M
で
の
、
藤
澤
・

船
木
の
入
賞
は
部
貝
へ
の
大
き

な
弾
み
と
な
っ
た
。
四
百
M
ハ
ー

ト
ル
で
は
、
中
山
が
自
己
ベ
ス

ト
で
五
位
入
賞
、
千
六
百
M
リ

レ
ー
は
、
盛
ん
な
応
援
合
戦
の

中
、
ゴ
ー
ル
に
な
だ
れ
込
み
百

分
の
一
の
辛
勝
、
五
年
ぶ
り
の

優
勝
で
あ
っ
た
。

女
子
で
は
、
▲
年
中
島
が
走

幅
跳
で
自
己
へ
ス
ト
で
優
勝
、

′玩干i　こし
嗣田

謁優遥一日日n云！
私事盛肝澗曹1’

斎
藤
も
六
位
入
賞
を
果
し
た
ぐ

陸
上
部
に
と
っ
て
は
、
イ
ソ

タ
ー
ハ
イ
ま
で
の
も
う
▲
　
つ
の

ス
テ
ノ
ブ
、
東
北
大
会
で
の
六

位
以
内
入
賞
を
実
現
さ
せ
た
い
。

∩
㈲
〓
胤
〓
l
部
l
〕

こ
こ
二
勺
問
、
今
．
歩
で
敗

れ
て
い
た
た
め
今
年
こ
そ
同
体

優
勝
と
臨
ん
だ
の
で
す
が
残
念

な
が
ら
、
ま
た
も
準
優
勝
。
男

子
個
人
戦
で
は
、
竹
内
登
、
奥

村
俊
樹
が
優
勝
し
団
体
戦
の
く

｛

1

－

ゝ

一

糸
骨
⑳

登奥村俊樹竹内

や
し
さ
を
ィ
ソ
ク
ー
ハ
イ
の
そ

れ
ぞ
れ
の
階
級
で
晴
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
お
。
ま
す
。
、

女
子
個
人
戦
で
も
三
浦
ひ
ろ
み

が
全
県
、
東
北
と
制
覇
し
自
信

を
持
っ
た
よ
う
で
す
。

生
徒
も
来
年
こ
そ
と
い
う
気

持
ち
が
、
全
員
強
く
持
っ
て
い

る
よ
う
で
す
し
心
・
技
・
体
す

べ
て
を
や
り
直
す
つ
も
り
で
が

ん
ば
ら
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

団
体
で
優
勝
し
、
皆
で
全
国

大
会
に
行
け
た
ら
一
浪
し
て
も

悔
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

あ
る
部
員
の
生
の
声
で
す
。
進

学
校
で
あ
る
が
ゆ
え
に
幾
度
も

見
え
な
い
壁
に
突
き
当
た
。
ま

し
た
。
退
部
者
が
跡
を
絶
た
な

い
中
、
や
り
場
の
な
い
不
安
を

胸
に
僕
た
ち
は
、
伝
統
の
文
武

両
道
の
道
に
す
が
り
付
き
団
体

は
惨
敗
で
し
た
が
、
シ
ン
ク
ル

ス
（
佐
々
木
）
、
タ
フ
ル
ス
一
佐

々
木
、
瀬
川
一
で
勝
ち
ま
し
た
。

一
緒
に
じ
っ
と
堪
え
て
き
た

仲
間
の
た
め
に
も
東
北
大
会
・

全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
死
に

も
の
狂
い
で
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

運
等水

　

泳

暑
r

義
一

遠
藤

譜
′

・

＿

㍉

ユ

′

／

鯵
ぎ

部

第
一
．
一
1
九
回
全
国
高
校
総
体

水
泳
競
技
大
会
（
於
能
代
市
民

プ
ー
ル
一
で
水
泳
部
が
男
子
総

合
二
位
と
健
闘
し
た
。
リ
レ
ー

の
成
績
と
▲
位
獲
得
種
目
は
次

の
通
。
。

▽

四

百

M

メ

ト

レ

ー

リ

レ

ー

一
加
賀
田
、
三
浦
、
伊
藤
、
葛

西
一
一
位
・
四
百
M
リ
レ
ー

位
・
八
百
M
リ
レ
ー
．
．
位

▽
百
M
、
一
一
百
M
背
泳
ぎ

伊
藤
栄
悦
・
在
「
M
、

自
由
形
．
位
　
葛
西
大
樹

一

ぁ

　

L

／

＼

′
　
一
．
l
l
l

再
M

一
’
l
t
l
＿

●

　

′

M
平
泳
ぎ
一
位
　
．
浦
裕

こ
の
う
ち
伊
藤
（
二
年
一
の

二
百
M
の
タ
イ
ム
、
二
分
∵
L

秒
0
0
は
秋
田
県
新
記
録
で
あ
っ

た
。
東
北
、
全
国
大
会
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

‥
揖
西
一
1
一
は
両
自
由
形
種

目
で
秋
用
県
高
校
新
記
録
を
て
ー

ク
、
水
泳
界
期
待
の
ポ
ー
「
で

あ
る
√
　
こ
の
．
人
の
活
躍
に
刺

激
を
受
け
、
他
の
部
員
も
自
己

へ
ス
ト
を
更
新
し
つ
つ
、
大
い

に
意
気
を
揚
げ
た
“

こ
の
度
の
実
績
を
基
と
し
て
、

今
夏
改
装
さ
れ
生
ま
れ
変
わ
る

フ
ー
ル
で
の
一
層
の
研
窮
が
望

ま
れ
る
。

放

　

送

　

　

部

驚
瀾
茂

泉

　

崩

．
t

増
　
勢
．
虜

免
ぶ
て
J
彫
J
ヶ
吻

●
・

ラ

　

グ

，1　　　．－　・．

喜

貴

苛

．

・

・

．

．

－

．

t

r

1

．

1
卜
一
一
．
・
ト

庄司理恵子

六
月
に
行
わ
れ
た
N
H
K
杯

全
国
高
校
放
送
」
．
ン
テ
ス
ト
秋

出
県
大
会
で
は
、
圧
司
理
恵
子

の
ァ
ナ
ウ
ソ
ス
部
門
最
優
秀
賞

を
は
じ
め
、
多
く
の
賞
を
噴
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
総
て
私
達

の
日
頃
の
活
動
の
成
果
だ
と
思

い
ま
す
。

今
年
度
N
H
K
」
ン
テ
ス
ト

県
大
会
の
成
績
及
び
全
国
大
会

出
場
f
1
品
は
次
の
と
お
。
で
す
。

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

最
優
秀
賞
　
圧
司
理
恵
子

入
賞
　
　
　
菅
原
　
彩
絵

朗
読
部
門

入
賞
　
　
　
斎
藤
　
彩
予

ラ
ジ
オ
ト
ラ
て
課
題
部
門

大
洋
　
フ
ル
ス
ロ
ノ
ト
レノ

ラ
ジ
オ
ト
ラ
マ
自
由
部
門

大
洋
　
夏
の
大
使

総
合
首
銀
賞

「
第
三
十
摘
崇
閂
摘
む

三
「
九
回
H
を
迎
え
た
今
年

の
定
期
演
奏
会
は
、
五
月
一
一
「

L
H
・
丘
時
か
ら
県
民
会
館
で

行
わ
れ
た
。
全
体
を
四
部
構
成

と
し
、
▲
部
は
オ
リ
ノ
ナ
ル
曲

と
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
・
．
部

は
映
画
音
楽
等
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

出
・
一
部
は
ヒ
ノ
ク
ハ
ン
ト
に

よ
る
ン
ヤ
ス
・
四
部
は
ク
ラ
／
ノ

ク
の
机
曲
と
い
う
こ
と
で
、
．

一
曲
程
演
奏
し
た
。
昭
了
－
の
秋

か
ら
生
徒
達
を
中
心
に
準
備
を

進
め
て
き
た
が
、
入
場
者
数
も

例
年
並
で
、
ま
ず
ま
ず
の
盛
況
、

特
に
二
部
の
ヒ
ノ
ク
ハ
ン
ト
で

は
、
演
奏
者
と
観
客
が
l
体
と

な
っ
て
大
き
な
盛
り
上
り
を
見

せ
た
。
観
客
の
中
に
は
、
た
く

さ
ん
の
先
輩
達
の
顔
も
見
ら
れ
、

大
変
心
強
か
っ
た
。
来
勺
は
四

十
回
目
を
迎
え
る
の
で
、
今
ま

で
以
上
に
充
実
し
た
も
の
に
し

た
い
。
同
窓
会
会
員
で
あ
る
先

輩
達
の
参
加
に
よ
。
、
▲
層
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
八
月
に
行
わ

れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
心

を
引
き
締
め
、
頑
張
っ
て
ゆ
き

た
い
（
本
校
は
進
学
校
と
い
う

こ
と
で
、
学
業
と
部
活
と
の
両

立
の
問
題
が
あ
。
、
毎
年
厳
し

い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、

何
と
か
そ
れ
を
克
服
し
、
乗
。

越
え
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
吹
奏
楽
部
の
活
動

に
対
し
、
同
窓
会
の
皆
様
方
の

深
い
こ
理
解
と
、
温
暖
か
い
こ

支
援
を
お
願
い
出
来
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

若
葉
会
開
催

人
気
の
二
遊
亭
楽
太
郎
の
楽

語
を
聞
き
な
が
ら
、
一
．
年
ぶ
。

の
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
参
会

く
だ
さ
い
。一

i
己

日
時
八
月
「
在
日
（
〓
）

午
後
五
時

場
所
秋
出
ヒ
コ
ー
ポ
テ
ル

会
費
一
〇
、
0
0
0
円

当
番
学
年
昭
和
二
「
六
勺

代
表
杉
山
和

＊
東
北
大
会
＊

柔

　

道

　

部

巌「

夢戸r
≡浦ひろみ

六
月
二
六
H
古
川
市
で
行
わ

れ
た
東
北
大
会
に
お
い
て
、
女

子
個
人
戦
一
6
1
桓
級
で
三
浦
ひ

ろ
み
（
二
年
一
が
す
べ
て
▲
本
勝

ち
で
優
勝
。
実
力
を
持
ち
な
が

ら
、
今
▲
歩
力
を
発
揮
で
き
な

い
で
い
た
が
、
得
意
の
内
股
に

く
わ
え
寝
技
の
上
達
が
勝
因
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
大
会
の
自
信

が
今
後
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。
一
顧
問
佐
藤
記
）
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綬
褒
章

野

　

口

　

達

一

一

S

2

0

勲
三
等
旭
日
中
綬
章

三
　
浦

功
　
S
1
1

首
四
等
瑞
宝
章

卯鶴隼○冥

笹
　
尾

佐
々
木

勲
五
等
双
光
旭
日
章

清
　
輝
　
義

勲
五
等
瑞
宝
章

佐
々
木
　
茂

上

　

水

　

剛

－
ノ
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S

1

0

＼
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∫
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哀
　
　
悼

r
判
明
分
・
敬
称
略
一

中　三田鈴高斎米高塩佐藤小池彷　佐山
松浦村木畠藤谷田谷野澤泉田々　川本

謙　　　木
欽
一
一
S
型
秋
川
市
5
・
2

仁
一
S
些
秋
田
市
5
・
3

繁
一
S
璽
年
久
山
5
・
3

吉
郎
盲
1
4
哀
潟
呵
5
・
4

憲
輿
S
慰
林
間
市
5
・
4

軍
S
H
藤
沢
市
5
・
4

．
郎
盲
鬱
秋
出
市
5
・
4

栄
首
里
秋
川
南
5
・
4

靖
一
言
2
一
秋
出
向
5
・
5

卓
二
S
型
秋
田
市
5
・
5

義
輔
盲
1
1
一
湯
沢
市
5
・
5

秀
夫
一
S
1
9
一
秋
出
市
5
・
5

鏡
雄
盲
3
萩
出
市
5
・
5

悦
郎
一
S
誓
男
鹿
市
5
・
6

寧

S

6

一

一

ツ

月

明

5

・

6

茂
夫
盲
目
一
秋
出
市
5
・
6

だ
よ
。
四
十
号
で
報
告
後
の
会
務

は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

3

●

9
272518

4

●

8
302827262215

5

●

6
29282111

6・8

2322161110

百
二
十
周
年
名
簿
委
員
会

大
潟
支
部
総
会

百
二
十
周
年
校
史
委
員
会

井
川
支
部
総
会

校
史
資
料
館
上
棟
式

東
肥
羽
城
会

百
二
十
周
年
総
務
委
員
会

広
報
委
員
会

百
二
十
周
年
校
史
委
員
会

秋
田
赤
十
字
病
院
矢
留
会

企
画
委
員
会

財
政
委
員
会

名
簿
委
員
会

東
京
支
部
総
会

第
四
回
募
金
委
員
会

若
年
次
懇
談
会

当
番
年
次
懇
談
会

正
・
副
会
長
会
議

百
二
十
周
年
行
事
委
員
会

広
報
委
員
会

百
二
十
周
年
校
史
委
員
会

大
曲
支
部
総
会

鹿
角
支
部
総
会

2
5
　
百
二
十
周
年
同
窓
会

P
T
A
・
学
校
三
者
合
同
会
議

7
・
2
　
百
一
十
周
年
行
事
委
員
会

1
6
　
会
計
監
査

2
0
　
同
窓
会
だ
よ
。

第
聖
写
発
行

事
務
局
だ
よ
り

三
月
L
H
に
卒
業
式
終
r
J
後

同
窓
会
入
会
式
を
行
い
、
四
六

四
名
の
新
入
会
員
に
ネ
ク
タ
イ

ピ
ン
を
贈
。
、
新
た
に
同
窓
会

の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
。
塩

田
会
長
に
続
い
て
、
小
玉
副
会

長
の
激
励
に
は
拍
手
喝
采
で
印

象
に
残
る
入
会
式
と
な
っ
た
。

二
十
八
年
卒
の
椎
名
校
長
を

迎
え
、
百
二
十
周
年
記
念
事
業

進
行
も
学
校
、
P
T
A
と
も
ど

も
三
者
▲
体
と
な
り
、
い
よ
い

よ
秒
読
み
の
段
階
に
入
っ
た
。

母
校
の
後
輩
た
ち
の
活
躍
も

記
念
の
年
に
華
を
添
え
る
べ
く

見
事
で
あ
り
、
生
徒
会
の
テ
ー

マ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
意
気

込
み
も
感
じ
ら
れ
る
。

事
務
局
も
ま
も
な
く
新
し
い

建
物
に
移
転
す
る
予
定
で
あ
。
、

心
新
た
に
し
て
い
る
。
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